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PhilippaPearceasaStorytellerin
"TheShadow -Cage"

YasukoShirasu

PhilippaPearce,stillactiveinhereighties,isgenerallyregardedasone

oftherepresentativeauthorsofthe`SecondGoldenAge'inBritish

children'sliterature.Pearceachievedherliterarysuccessasawriterfor

childrenquiteearlyinhercareerbywinningtheCarnegieMedalfor

hersecondnovel,Tom'sルTidnightGarden,atimefantasypublishedIll

1958.SincethenPearcehascontinuedtoproduceawiderangeof

works,fromrealismtofantasy,fromnovelstoshortstories,fornearly

halfacentury,thoughshehasneverbeenclassedasaprolificwriter.

ThispaperfocusesonPearce'sghoststoriesintheformofshortstories.

InordertoexplorethisaspectofPearce'swriting,"TheShadow-Cage,"

oneoftheshortstoriesincludedinTheShadow-CageandOtherTales

oftheSupernatural(1977),willbeanalysedintermsofthestructureof

thestoryaswellasthetechniquesused,inwhichPearce'sbackground

asastorytellerinthesenseofapersonwhotellsstorestoagroupof

chiidrenisdistinct.
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ス トー リ ー テ ラ ー と し て の
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は じめに

フィリパ ・ピアス(PhilippaPearce,1920-)は イギ リス児童文学の 「第

二の黄金時代」 と呼ばれる1950-60年 代 にか けての子 どもの本の隆盛期

を代表する作家の一人として高い評価 を受 けている。 しか し、彼女の児童

文学作家 としての活動はその20年 の問に限 られているわけではない。

1955年 に処女作 『ハヤ号セイ川 をい く』(MinnowontheSay,1955)を 発

表 して作家 としての道 を本格的に歩み始めて以来、半世紀 を経て80歳 代

を迎えた今 も現役の作家 として息の長い活動 を続 けているのである。

ピアスの代表作 は第二作 目で カーネギー賞 を受賞 した 『トムは真夜中の

庭で』(Tom'sルfidnightGarden,1958)で あ る。 この作品はタイム ・ファ

ンタジーの名作 としてイギ リスのみな らず海外で も広 く読 まれているため

に、 ピアスはフ ァンタジー作家である というイメージが定着 しているが、

約50年 にわたって書かれた ピアスの作品群 を概観 してみると、 ピアスは

さまざまな顔 を持 った作家であることがわか る。 まず、彼女は優 れたファ

ンタジー作家であると同時に、手法的にはその対極にあるリア リズムの作

家で もある。上記の処女作が後者 に属す作品で、このジャンルにおいて も

第一作 目か らカーネギ,__.賞候補作 となっている。次 に、ピアスは年齢的に
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幅の広 い子 ど もた ち を対 象 に物語 を書 く作 家 であ る。つ ま り、上 記2作

の よ うな10歳 前 後 の児 童 向 け の作 品 を書 く一 方 で、 もっ と年齢の低 い幼

児向 けに 『おばあ さん空 を とぶ』(MrsCockle'sCat,1961)の よ うな幼 年

童 話 や 『りす 女 房 』(TheSquirrelWife,1971)な どの絵 本 の 文 も手 が け て

い る。 更 に、 ピアスは作 品の長 さとい う点 で も、す で に見 た ように長編 で

は早 くか らカー ネギー賞受賞作 家 としての地位 を確 立 してい るばか りでな

く、短編 の名手 で もあ る。1972年 に発 表 され た 最 初 の 短 編 集 『ま よなか

のパー テ ィー』(WhattheNeighboursDidandotherStories,1972)は

1974年 の 国際 ア ンデ ル セ ン賞 オ ナ ー ・ブ ックに選 ばれてい る。

この よ うに ピア スは多 才 な作 家 であ るが、1960年 代 後 半 か ら彼 女 の 創

作 活 動 に 占 め る短編 の割 合 が 高 くな り始 め、1983年 に 第 四 作 目の 長 編

『サ テ ィ ン入 り江 の なぞ』(TheWaytoSattinShore,1983)を 発 表 した 後

は最 新 作 の 『川 べ の小 さなモ グ ラ紳士 』(TheLittleGentleman,2004)ま

で ほ1…院 全 に短 編 の 執 筆 に専 念 して いる。 彼女 の短編 の対象読者 層 も長編

同様 に厚 いが 、児 童 向 きの もの に限 る と、 これ まで に4冊 の 短 編 集 に ま

とめ られ て い る。 そ の うちの2冊 『ま よ なか の パ ー テ ィー 』(Whatthe

NeighboursDidandOtherStories1972)と 『8つ の物 語=思 い 出 の子 ど

もた ち』(TheRopeandOtherStories,2000)に 収 録 され て い る16話 の

短 編 は リア リ ズム の 系 列 に属 し、子 どもた ちの ご くあ りふれた 日常 生活 の

中 に潜 む ドラマ を描 いてい る。 残 りの2冊 『幽 霊 を見 た10の 話 』(The

Shadow-Cagea'zdOtherTalesoftheSupernatural,1977)と 『こわ が っ

て るの は だ れ?』(Who'sAfraidandOtherStrangeStories,1986)に は

21話 の 短 編 が収 め られ て お り、 これ らは原題 か ら推 測 で きる よ うに幽霊

物語 とい うジ ャンル に属すが 、必 ず しも幽霊 が登場 す るわけでは な く、超

自然 的 な存 在 や超 常現象 な どを扱 ってい る話が 多 い。手法 上 この2冊 は

フ ァ ンタ ジー の 系 列 に分 類 され る。 また、 ピアス は 自ら短編作 品 を創作す
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る以外 に、『恐怖 と歓喜』(DreadandDelight:ACenturyofChildren's

GhostStories,1995)と いう幽霊物語のアンソロジーの編集 も手がけてい

る。

以上の ことか ら、 ピアスの創作活動の傾向 として長編か ら短編への移行

がみ られることと、短編ではスーパーナチュラルの手法を用いたファンタ

ジー系列の怪談奇談が多いことが挙げ られる。そこで、本論では、 まず最

初にこれ ら2つ の特徴的傾向 に関 してピァス 自身がインタビューやスピ

ーチ、雑誌 に投稿 した記事 な どで述べていることを検討することにより、

なぜ彼女が短編 という形式 を選択 してスーパーナチュラルな世界 を描 くの

か とい う疑問に対する答えを探 ることに したい。

ピアスの年表(三 宅、2004:132-3)を た どってみると、彼女 のその後

の創作活動 に大 きな影響 を与 えた と思われる経験が2つ ある。 そのひと

つが1945年 か ら13年 間BBCの 学校放送部門(ラ ジオ)で 脚本家兼プ

ロデューサー として勤務 した ことである。彼女 は1986年 に国際児童図書

評議会(IBBY)の 第20回 大会が東京で開催 された折 に来 日し、ス ピーチ

で次の ように述べている。

Iwastrainedtowriteforradio.Radioisconcerned

exclusivelyw2thsoundsandwiththesilencebetweensounds.

Oneofthemostpowerfullyevocativesoundsisthatofthe

humanvoice;andobviouslythemostusualvocalsounds

arewords.5011earnttowritewitharelianceonthepowerof

thespokenwords.My行rsttwobookswerewrittenwhileIwas

stillworkinginradio,andItriedtomakethemasIhavetried

tomakeanystoryIhaveeverwrittensince-一 一easyandworthy
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andrighttobespokenaloudtobereadaloudtochildren.

(Pearce,1956:?0)

声に出 して語 られた言葉の力 を信頼 し、 自分の作品が読み聞かせ に適 した

ものであるように と常に心がけて書かれた ピアスの作品は、その詩的な響

きや音楽性 と研 ぎ澄 まされた文体 の冴えが伊達(2004:92)ら によって指

摘 されている。

これに関連 して もう一つ重要 な経験 は、 ピァスがBBC退 職後の1959

年 か ら本格的なス トー リーテリングの活動 を開始 した ことである。BBC

時代から番組制作のために学校訪 問はたびたび していたようだが、子 ども

たちと向かい合 って物語の読み聞かせ をしなが ら、現実の子 どもたちか ら

の反応 を直接受け止めるという経験 を通 して、 ピァスは聞き手の子 どもた

ちをひきつける語 りの呼吸や間を体得 し、それが彼女の作品の独特 な リズ

ムや表現 を生み出 しているといえる。

そ こで、本論の第2部 ではピアスの幽霊物語系列の短編集 としては最

初 に発表 された 『幽霊を見た10の 話』(The、Shadow-Cαg8andOther

TalesoftheSupernatural,1977)の 中に収録 されている 「影の濫」("The

Shadow-Cage")を 取 り上げて、 ピァスが描いた一一人の少年の恐 怖体験の

世界 について検討する。 その際、「子 どもたちに物語 を語 り聞かせ る人」

という意味でのス トーリーテラーであるピアスがこの短編 を書 くのに用い

た表現上の さまざまな手法 に焦点 を当てて分析 を試みる。

1.短 編 に描 かれ るスーパ ーナチ ュラル な世界

まず最初 に、 ピアスが短編 とい う形式 を好んで用いる理 由、お よびスー

パーナチュラルな世界 を描 くことが多い理由について考 えてみたい。
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〈短 編作 家 と しての ピア ス〉

ネズビット(E.Nesbit,1858-1924)や メイン(WilliamMayne,1928-)

等の並外れた多産系の作家 を比較の対象か らはず したとしても、今 までに

ピァスが生み出 した作品の総数は決 して多 くはない。彼女は主に短編作品

を書 く寡作の作家である。 しか し、 タウンゼ ン ド(Tbwnsend,1996)ら が

指摘するように、ひとつひとつの作品の質が高いという定評を得ているこ

とは確かだ。なぜ ピァスの場合は一つの作品を書 き終 えてか ら次の作品を

発表するまでに人一倍時間がかかるのだろうか。 この疑問に対す る手がか

りになると思われる記事が ここにある。 これは もともとピァスがBBCの

子 ども向けラジオ番組で 『まぼろ しの小 さい犬』(ADogSoSmall,1962)

とい う第三作 目の長編が どの ように創作 されたかについて語った ことを文

字化 した ものである。彼女は物語 を書 くとはどういうことか、そ して、そ

の過程は どの ようなものであるかについて次の ように述べている。

ABo4KTHATIS.worthwriting,thatyoureallycareabout,is

onlypartlymade....fromtheverybeginningperhapseven

beforeyouthinkofwritingastoryatallthestorymustgrow.

Anideagrowsinyourmindasatreegrowsfromaseed.The

ideaofthestoryisaseed,anditgrowswiththeslownessof

naturalgrowth.

...Ishalltellyoumostlyaboutgrowthandtheencouragement

ofgrowththecultivation,asagardenerwouldsay;andthere

willalsobesomethingaboutmaking,asacarpentermakes.

{Pearce,1967:317)

このようにピアスは物語を作るというよりもむしろ心の中でその物語の種
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であるアイデ ィアを暖めなが ら、それが木の ようにゆっ くりと育つのを待

ち続ける作家なのである。だとすれば長編の物語 を書 くためには より周到

で長い 「栽培」期 間が必要なわけで、 ピアスが これまでに発表 した4編

の長編 の問のギャップが一作 目と.._...作目で は3年 、二作 目と三作 目は4

年、三作 目と四作 目の間には結婚や出産、夫 との死別等の彼女の人生の節

目となる重要な出来事が起 こっているが、実に11年 という長い空白があ

るの もうなずける。

ピァスが短編に専念するようになるのは1965年 に長女 を出産 してか ら

である。2000年 に行 われたイギリスの新聞の インタビューで、 ピアスは

「当時は短編 を書 く時間 しかなかった」 と述懐 している。また、同 じイン

タビューの中で、「読者は登場人物のことをよく知 ることがで きる小説の

方を好む ものだ」 とい うのが出版社の考えであるが、 ピアス自身は 「いろ

いろな人々と束の間の出会いを楽 しむことができるパーテ ィーの ような短

編が好 きだ」(TheGuardian,2000)と 公言 している・それでは・短編小

説 とはどの ような特徴 を持 っているのだろうか。デ ィキンソ ン(1982)は

次の ような点を挙げている。

短いゆえに、短篇小説 には細部の選択(そ の結果 として節約 と強

調)が 必要であ り、そのゆえに、何 よりも大切な統一(全 体 的効

果、単一の効果)が 可能 となる。 … あ らか じめ定めた計画が

なければ作家は短い紙面で選択 による統0効 果 をあげ られる筈が

ない … 。短篇小説は本来、意識的な技術 を要す るものである。

(デイキ ンソン、1982:76)

一つの物語を自然に育て、完成度の高いものに仕上げるためには決 して妥

協しないピアスとしては、文章の長さが限られた短編という形式の中に彼
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女の想像力の産物 をひとまとまりの完成体 として凝縮 させ、 まるでひとつ

の建築物 を創造するかのように、緻密な設計図 に基づいて物語世界を構築

することに喜びとチ ャレンジを感 じているので はないだろうか。 これには

ピァスがBBC時 代 に積んだ脚本家 としての修業が大 きく関与 しているよ

うに思われる。実際、上記のインタビューで、 ピアスはBBC時 代にあ ら

ゆる種類の物語 を20分 の番組用 に書 き直 さなければな らず、その結果、

「縮約す るた めに物語の構 造 を素早 く見抜 くことを身につ けた」(The

Guardian,2000)と 述べている。

そ して、 もうひとつ ピアスが短編 を好 む理由は、彼女が1959年 以来続

けているス トー リーテ リングの活動 と密接 に関係 してい るように思 われ

る。子 どもたちに読んで聞かせ ることを常 に念頭において作品 を書 くと、

彼 らの集中力が持続できる時間 をどうして も考慮に入れる必要がある。 も

ちろん、ス トー リーテラーは長編の物語 を途中まで紹介 して、続 きは子 ど

もたちが 自分の手で実際に本 を手にとって読む ように動機付けをすること

はよ くあるが、短編であればその物語を最初か ら最後 までひとつ の完結体

として語 り聞かせ ることがで きるか らだ。

〈幽霊物語作家 としての ピアス 〉

次に、 ピアスが超 自然の存在や超常現象 を扱 った幽霊物語 を書 くことを

得意 とすることについて考えてみたい。 この ようなスーパ.___ナチュラルな

世界が描かれている作品は、その超 自然的、非現実的要素のため、手法の

上ではファンタジーの系列に分類 される。では、 ピアスはファンタジーを

どの ように解 釈 しているのだ ろうか。彼女 は ファンタジー を定義 して、

「現実の限界か ら開放 され、遊びの 自由 を得 ることによって、 リアリズム

だけでは表せない、より根本的な事柄 を、非現実の出来事 として表現する。

それによってさらに深 く現実の中に踏み込むことができる」(「朝 日新聞」、
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1986年8月26日)も のである と述べ ている。つ まりファンタジーの世

界はピァスにとって現実 とは全 く関わ りのない、別個の切 り離 された世界

ではな く、む しろ現実 と地続 きで、 しか もより深い レベルで現実を認識す

る場を与えて くれる領域 なのである。

トールキ ン(J.R.R.Tblkien,1892-1973)の 『ホビットの冒険』(The

Hobbit,orThereand、SackAgain,1937)やC.S.ル イス(C.S.Lewis,

1898-1963)の 『ナルニア国物語』(ChroniclesofNarnia,1950-1956)な

どの初期のファンタジーは 「分離」→ 「周辺」→ 「統合」 もしくは 「全体

性 の回復」 という明瞭な物語構造 を持っていた(工 藤、2003:24)。 彼 ら

の主人公たちは日常の世界 と決別 して非 日常の世界へ冒険の旅 に出る。そ

して、そこで得た経験や知恵 を携えて、ひとまわ り成長 した人間 として再

び 日常の世界へ帰還するとい うパ ター ンである。そ こでは 日常 と非 日常の

世界が分離 して存在 していた。それに対 して、 ピアスのファンタジー作品

の中に登場する主人公たちが入 り込む異界は、彼 らのす ぐ身近に、 まるで

現実 と表裏一体 を成すかの ように並列 して存在 している世界である。そ こ

では日常 と非 日常、現実 と非現実、自然 と超 自然 といった明確 な対立が見

られない。 ピァスに とってはどち らも同質の リアリテ ィーをもって迫って

くる真実 なのであろ う。 このような世界観がピアスをリアリズム作家で も

あ り、ファンタジー作家で もあることを可能に しているのではないだろう

か。

さて、今度は幽霊物語に対するピアスの見解 を検討 してみ よう。1986

年 に来 日した時 に山田太一 との対談で ピアスは次の ように述べている。

私は、スーパーナチュラルの話 を書 くのが好 きです。それには読

む人の、恐怖 をか きたてる ような話 と、 … スーパーナチュラ

ルの手法 を使 って、現実の奥の深みにある実体にふれてい く話が



あ ります。私は、スーパーナチュラルの手法 を使 わないか ぎり、

物語で人間のかかわ り合いを深 く探ることはで きない と幾 たびと

なく考えて きました。

(『世界』498号 、1987:212)

この中で ピアスは自分の書いた幽霊物語を2つ の種類に分類 しているが、

前述の彼女によるファンタジーの定義 と同様、 ここでも現実の世界 との密

接なつなが りが強調 されている。 ファンタジー もリアリズムも両方手がけ

なが ら、 ピァスは本質的には 「冷静な リア リス ト」であると猪熊(1990:

32)は 言い切 る。常に厳 しく現実 を見据えて、その奥 に潜む真実 を効果的

に描 くためにはスーパーナチュラルの手法 しかない という強い信念を持 っ

た作家の姿が ここにある。それ と同時に、 ピァスにはエ ンターテ イナーと

しての側面 もあることを忘れてはな らない。同 じ対談の中で、 この論文の

後半で具体的に分析する 「影の橿」("TheShadow-Cage,"1977)に つい

て、それは 「読 む人の恐怖 をか きたてる話」の方に分類 されるもので、 ピ

アスはその物語 を 「徳育的な意図なしに、単にこわが らせ られるのが大好

きな子供 たちを楽 しませ ようと思って書いた」(『世界』498号 、1987:

213)と 言っている。

恐怖 に関 して、1995年 に ピアスが編集 した子 ども向 けの幽霊物語集

『恐 怖と歓喜』(DreadandDelight:ACenturyofChildren'sGhost

Stories,1995)の 序文で彼女は子 どもにとっていかに`safefear'(安 全な

恐怖)が 必要であるか を説 き、更に幽霊物語の意義 については次の ように

説明 している。

Certainlythey[ghoststories]canentertain,andthatisnosmall

virtue.Thefeartheyinduceshouldbepleasurablethedelight
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isinthedread,andthefearshouldbeimagination-widening.

Fearbecomesaweandwonder:thePresentrelatesitselftothe

Past,theKnowntotheUnknowntotheUnknowable.

(Pearce,1995:xix)

ここで ピアスが述べ て いる ことは、 ホ リ ンデ イル(Hollindale,1997)が 児

童 文 学 作 品 を分 析 す る際 の拠 り所 となる用 語 の ひとつ と して提 唱 してい る

「エ ピフ ァニ ー」("epiphanies,"喜 びの 啓 示)に 通 ず る もの で あ る と思 わ

れ る。 ホ リ ンデ イルは子 どもが成長す る過程 で 自分が今 人生 の節 目を迎 え

て い る と感 じる よ うな瞬 間 をエ ピ フ ァニ ー と呼 び、 そ れ は具 体 的 に は

"irreversiblemovementsforwardintoadultlife
,achievementsof

independence,confidenceandcontrol,proofsofself-valueandofvalue

intheeyesofothers"(Hollindale,1997:119)で あ る と述 べ て い る。 ピ ァ

ス は表 面 的には単 に子 ども読者 を怖 が らせ て楽 しませ よ うとい う意図で物

語 を書 いた として も、その基底 には必 ず主 人公 の子 ど ものエ ピフ ァニ ー的

体験 が盛 り込 まれてい るはず であ る。そ こで、以下 で試 み る 「影 の艦 」の

作 品分析 を通 して 、主 人公 の恐 怖体験 が`safefear'の 枠 組 み の 中 で 、 い

か な る エ ピ フ ァニー的体験 につ なが ってい るか を考察 す る。

II.作 品 分 析"TheShadow-Cage"

1.物 語の構造

元田(1963:ix)に よると、短編小説は 「導入部」、「展開部」、「終結部」

という三つの部分か ら構成 されるという。そこで、"TheShadow-Cage"

の全体構造 をそれぞれの構成部分に分 けて分析する。
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〈導入部 〉

まず、冒頭でこの幽霊物語の怪異 を引 き起 こす媒体 となる 「栓 の してあ

る緑色の小 さいビン」(theIittlegreenstopperedbottle)が 遺物収集マニ

アの農夫ネ ッド・チ ャリス(NedChallis)に よって発見 される。彼は 「焼

き払 わ れ た 家 」(BurntHouse)の 下 方 に あ る 「口 笛 吹 きの 丘 」

(Whistlers'Hill)で 畑仕事 をしている最中にそのビンを見つけた。キャッ

スルフォー ド(Castleford)の 博物館へ届けるほ どの価値はなさそ うだが、

とりあえず家に持って帰 ると、妻(MrsChallis)は うんざりとした冷やや

かな態度をとる。そ こでネ ッ ドは とっさにその ビンを娘の リーサ(Lisa)

に与える。 しか し、そのビンの発見場所 を娘に聞かれて、急 にネ ッ ドが表

情 をこわば らせることから、その場所には何か秘密が隠されていることが

暗示 される。 ここまでが導入部で物語の舞台 となる場所 とネッ ドが ビンを

拾 った経緯、およびその ビンが リーサの手に渡 ったことが提示 される。

〈展開部 〉

その翌朝、 リーサのいとこケビン(Kevin)が 偶然そのビンを目にして、

どうしてもそれ を欲 しがることか ら物語が動 き始める。 しか し、あれほど

欲 しかったビンなのに、いざリーサに貸 して もらった時には、ケ ビンはす

っか りビンに対する興味を失っていた。それ どころか遊びの邪魔 になるか

らと、それ を校庭の隅に生えている草 むらの中に隠 したまま、ケ ビンはビ

ンのことをすっか り忘れて しまう。帰宅途中リーサの家の前 を通 りかかっ

た時にようや くビンのことを思い出 し、それを彼女に返す約束 を破って し

まったことに気付 くが、あきらめてそのまま帰宅する。 しか し、 ケビンは

リーサ との約束が気になって しかたがない。やは りビンを学校 まで取 りに

行 くべ きだったと後悔 しなが らベ ッドに入ると、夢の中で 「急げ」 とせか

されたような気が して 目を覚 ます。そ して、真夜 中の今こそビンを取 りに
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行 く絶好の時だとい う考えが浮かび、月明か りの中0人 で家 を出て走 り始

める。一方、その 日に拾った ビンの ことが気 にかかっているネッ ドもなか

なか寝つかれずにいると、11時 半頃誰かが外 を走 ってい く足音 を聞 く。

その後ケ ビンは真夜 中の校庭にた どり着 き、隠 しておいたビンを探 し当て

てつかむ。

これ以降はつかんだビンの魔力 に取 り付かれて、ジャングルジムの 「影

でで きた橿」に閉 じ込められ、口笛吹 きたちに包囲されて捕 らえられそ う

になるまでのケビンの行動 と、彼 を助 けるために追跡 を開始 したネッ ドが、

つ いに居場所 を突 き止めてケ ビンをビンの魔力か ら解放す るまでの経緯

を、交互 に順 を追って語 り進めてゆき、最後 に両者の時間がひとつに融合

されるようになっている。 この展開部では、ケビンの行動 を中心 にクライ

マ ックスに至るまでの恐怖感 を盛 り上げるために、ス トーリーテラーとし

てのピアスが さまざまな語 りの手法 を駆使 して、読者 の五感に直接訴 えか

けるように刻々とリアルに表現 している。

〈終結部 〉

終結部はチ ャリス夫妻が リーサ と甥のケ ビンを相手にBurntHouseと

昔そこに住んでいた、村人たちに魔女だ とうわさされていた老女にまつわ

る遠い過去の暗い出来事 について真実を語 り聞かせる とい う形 をとってい

る。なぜ その老女の住んでいた小屋が焼 き払 われたのか、 またネッドが拾

った小 ビンは老女 とどのようなつなが りがあるかについて説明が与 えられ

た。一方、ネッ ドは博物館か ら栓 を取って中身を調べ、その後 きれいに洗

浄されたビンを持ち帰 っていた。母親の勧めでその ビンはリーサの花瓶に

なるが、彼女はビンの発見された丘がなぜWhistlers'Hillと 呼ばれるの

か納得 しない。 しか し、ケビンにはその理由がはっ きりとわかっているこ

とが彼の表情 に表れていることをネ ッ ドが察 して、物語はエ ンデ ィングを
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迎 える。

このように"TheShadow-Cage"で は緑色 の小 ビンをめ ぐって、それ

が犠牲者 となる少年の手に渡 るまでのい きさつ を示す 「導入部」、その ビ

ンの魔力が効力 を発揮 して少年 を捕 らえそうになるまでを語る 「展開部」、

そ して、 ビンにまつ わる村人たちの苦い過去の記憶が親か ら次世代へ と語

り継 がれ、ついにビンは魔力 を失い日常性 を回復する 「終結部」 に至ると

いう構造 を持 っている。

2."TheShadow-Cage"に 見 られ る表 現 上 の 手 法

次に、ス トーリーテラー としてのピァスがこの短編の中で用いているさ

まざまな手法について、特 に読者の恐怖 をか きたてると同時に楽 しませる

効果のある表現上の手法 について、具体例を引用 しなが ら分析す る。

〈ゴシ ック ・ロマ ンス的要素 〉

イギ リスでは18世 紀末か ら19世 紀初頭 にかけて、ゴシック ・ロマ ン

スと呼ばれる恐怖小説が大流行 した。中世ヨー ロッパで栄えた ゴシック建

築の教会や僧 院、古城などを背景に、恐怖感を煽 り立てることを 目的 とし

た怪奇な物語が繰 り広げられた。ピアス自身が 「読者の恐怖 をか きたてる」

ために書いた と述べ ている"TheShadow-Cage"1こ はゴシック ・ロマ ン

ス的要素が随所 に散 りばめ られている。

まず、 この短編の中で過去 と現在 を結びつける媒体であ り、ケ ビンに恐

怖体験 をもた らす元凶 ともなる 「ビン」は中世 まではさかのぼ らないが、

リーサやケ ビンにとっては大昔 と思われる四世代前、つ まりリーサの母親

の曾祖母が生 きていたビク トリア朝のものであ る。 しか も、その ビンは村
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人たちに 「魔女」 だと信 じられていた老女が住んでいた小屋の、藁葺 き屋

根の中に隠されていた もので、彼女が まじないをかけた り悪霊を呼び出す

のに使 う怪 しい薬が詰めてあったビンとい うことになっている。物語の最

後でそのビンの内容物 には科学的な検査の結果、ご く少量ではあるが 「人

間の血」が混 じっていた ことが明かされる。そ して、この老女が住 んでい

た小屋はWhistlers'dillに あ り、今ではその小屋 は草木の生い茂 る廃嘘

となってBurntHouseと 呼ばれている。それは老女の死後、彼女の遺体

の入った棺 ごとその小屋は村人たちの放火によって焼 き尽 くされて しまっ

たか らである。 この二つの地名は物語の導入部か ら登場 し、最後 まで重要

な意味を持ち続ける。 また、この物語の圧巻である展開部ではその大部分

が狂気や魔力 と関連のある 「満月の夜Jの 出来事 として語 られている。真

夜 中の校庭で ジャングルジムとい う昼 間は子 どもたちに人気のある遊具

が、月光に照 らされて 「影でできた艦」 に変貌 し、ケビンを閉じ込めるの

である。そ して、終結部では中世の 「魔女狩 り」 についての言及がある。

この ようなゴシック ・ロマ ンス的要素が、怖 い本 を読みたいとい う子 ど

も読者の欲求 を満た して くれるのは間違いない。 しか し、この作 品がいわ

ゆる恐怖小説 とは一線 を画 しているのは、 ピァスの主張す る`safefear'

を読者が体験することを可能にしている点である。

〈「ビン」 の 擬 人化 〉

物 語の構造 の ところで確 認 した よ うに、 この短編 の推 進力 とな ってい る

のは子 どもの掌 に も収 まる よ うなサ イズの 「ビ ン」で あ る。そ こで 、 この

「ビ ン」 が作 品 の中 で どの ように描 写 され てい るか、物 語 の流れ に沿 って

み てみ よ う。 まず 、 冒頭 の 第1文 は[1】"Thelittlegreenstoppered

bottlehadbeenwaitingintheearthasongtimeforsomeonetofindit."

(9)と な っ て い る 。 「ビ ン」 とい う無 生物 を主語 にす る こ とに よって・ そ



れ に 生 命 を宿 らせ 、 自 らの 意 志 で 特 定 の 目的 を持 っ て 長 い 間 待 ち 続 け て き

た とい う不 気 味 な 書 き出 し と な っ て い る 。 続 く 「展 開 部 」 で も ビ ンが 魔 力

を発 揮 し て 真 夜 中 の 校 庭 で ケ ビ ン を 追 い 詰 め る ま で は 、 以 下 に 示 す よ う に

ビ ンの 擬 人 化 が 続 く。

[2]SothebottletravelledtoschoolinLisa'sanorakpocket,

whereitbideditstimeallmorning.(13}

[3]His[Kevin's]fingersclosedonthebottle:itwaswaitingfor

him.(1S)

[4]He[Kevin]heldthebottle;thebottleheldhim.(22)

[5]..thelittlebottlefellandrolledtothemiddleofthe

playground・Itlaythere,veryinsignincant-looking.(23)

[6]NedChallishesitated,thinkingofthebottlewhichhad

chosentocometorestIntheverycentreoftheplayground ,

...(23}

ところが、「終結部」 になると魔力 を失ったビンは本来の 「物」 として表

現 されている。

[7]Itwasthesamebottle,butthestopperhadgone,anditwas

emptyandcleansocleanthatitshonegreenly.Innocence

shonefromit.{ZS}

[8]Whentheflowershadbeenputin,it[thebottle]lookeda

prettything.(28)

この ようにピアスは物語の展開に合わせて、擬 人化 され自らの意志 で行動

する 「魔物」 としての ビンと、生命のない単なる 「物」 としての ビンとを
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明確に描 き分けている。特に冒頭の書 き出 し部分は、読者 を一瞬 にして恐

ろ しい物語の世界へ引 きず り込む力を持っている。暗 く湿気のある地中で

何か邪悪 な意図を持って、何十年 もの問辛抱強 く待ち伏せ してきた ビンの

イメージが ここで焼付けられる。[2]は 息 を潜めて時節が到来するのを待

つ ビンの姿であ り、[3]で ついにビンは待ち続 けていた餌食の手中に収 ま

る。【4]は 「影の橿」に閉 じ込められたケビンが握 っているビンを何 とか

振 り放そ うとしているが、 ビンが離れない様子 を表 している。 この直後ケ

ビンはネ ッ ドに助け られてビンは彼の手か ら落ちるが、〔51[6]で はそれ

で もなお、余力で次なる犠牲者の 目につ くところに留 まろうとす るビンの

企みが感 じられる。 ところが、【7][8】では一転 して、[1]の 泥 まみれで悪

意 を秘めたビンか ら、ぴかぴかに磨かれた可愛 らしい無邪気なビンへ と変

貌 を遂げている。そ して、 もう一つ重要な違 いは、口】では中に何か内容

物が こび りつ いた まま栓の してあ ったビンが、【7】ではその栓が取れて、

中もきれいに洗浄 されていることである。 ビンの中に長い間閉じ込め られ

ていたエネルギーが解放 され、清め られることによってビンが 日常性 を回

復 してい く様子が鮮やかな対比に よって描かれている。

〈反復 による強調 〉

昔話の基本的な文法の一つに 「三回の繰 り返 し」がある。例えば、『三

びきのこぶた』では三匹の子豚が順番にそれぞれ違った材料で家を建てる

と、そのたびに狼が彼 らの家を吹 き飛ばしに来る。 また、『ジャックと豆

の木』では主人公は一人だが、彼は三回巨人の家を訪れて三つの異なる宝

物を盗んでくる。このように昔話では、似たような行動が少 しずつバ リエ

ーションを変えて何度か反復 されることが多い。たいてい次第に内容がエ

スカレー トしていって最終的に結末を迎えるという形をとる。昔話は古来

口承伝承されてきたもので、ある出来事を繰 り返 し語ることで、ある一定
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の リズムが形成 されるとともに話を盛 り上げ、聞 き手に与えるイ ンパク ト

を増幅 させ るとい う働 きをす る。子 どもたちを相手に自らス トー リーテ リ

ングの活動 を行い、読み聞かせのテクニックを熟知 しているピアスが反復

とい う語 りの手法 を自分の作品に応用するのは当然の ことと思われる。

"TheShadow -Cage"の 中では二種類の 「反復」が使われている。一つ

は上記のように同様の行動が三回繰 り返 されるとい うものである。 まず、

「ビン」 は農夫ネッ ドか ら娘 リーサの手に渡 り、三人目にそれを手 にした

ケ ビンが魔力の犠牲者になるという話の成 り行 きになっている。そ して、

ケビンが校庭ヘ ビンを取 りに行 った晩、ネッ ドはベ ッ ドの中で聞いた足音

が気 になって二度ベ ッドか ら外へ出るが、三度 目に支度をしてケ ビンの捜

索に出発する。その途中ネッ ドは二度追跡の方向を間違える。一 回目は学

校がある村 とは反対方向へ、二回 目はケ ビンのいる学校 を通 り越 して子 ど

も広場 まで行 って しまう。そ こか ら半ば諦めなが ら引 き返 してきたところ

で ようや く三回 目にケビンの居場所 を突 き止める。 これ ら0連 のネッドの

行動 は、真夜中の足音の主が誰なのか、ケビンがどこで危機 に陥っている

かを知っている読者 をハ ラハ ラさせる効果がある。更に もう一つ付け加 え

てお くと、ケ ビンを包囲す る口笛吹 きたちの合図は、彼 を中心 に3つ の

異なる方角か ら聞 こえて くるのである。

二つ 目の 「反復」は全 く同 じまたは同義の言葉や表現その もの を畳みか

けるように繰 り返す タイプで、 これは"TheShadow-Cage"で は特 に多

く使われている。以下の例で下線の引いてある部分が反復箇所 である。

[1】 旦 旦[Kevin】fo工9ΩL血 旦」Bottle.

Heforofthebottlecompletely.(14)

12]Hemustb旦 」q旦ick,hisdreamsseemedtonag.鯉 丞...

(15}
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[3]ThinkingofWhistlers'Hill,heturnedthefrontwheelofhis

bicycleawayfromthevillageandsetoffagain.Butnow,

withhisbacktothevillaeoinawafromthevillae,

hefeltakindofwearinessanddespair.Amemoryof

childhoodcameintohismind:agamehehadplayedin

childhood二somethinghiddenforhimtofind,andifhe

turnedinthewrongdirectiontosearch,allthevoices

whisperedtohim,`Cold--cold!'Now,withthevillae

エ⊆盤h血d_垣 皿,herecognizedwhathefelt:cold._

cold...(20)

【1]で は反復表現によってケビンが リーサか ら貸 してもらった ビンのこと

を 「うかつにも忘れて しまった」 という事実が強調 され、そのためにこれ

か ら事件が起 こるという予感 を読者 に与 える。[2]の 場合は 「急がなけれ

ば」が繰 り返 し部分では斜体字になってお り、 ビンが 「急げ」 と直接ケビ

ンに命令する表現 に変化 している。 この部分は読み聞かせ をす る時には恐

らくささや くようにゆっくりと語る部分である。悪夢の中で魔物の ビンが

少年を思 いの ままにコン トロール しようとしている恐ろ しい場面であ る。

【3】ではネッ ドが追跡の方向 を間違 って逆方向に行って しまっている とい

うことが表現 をやや変えなが ら三回繰 り返 され、 しか も 「はずれている、

はずれている」 とい う彼の子供時代の記憶の中の声 も二回の反復 を二度繰

り返す ことによって強調 されている。

〈二人の行動の同時進行的並列描写〉

「展開部」でネッドがケビンの追跡を開始する真夜中の12時 のシー ン

から、同じ時間にこの二人がそれぞれ別の場所でどのような行動を取って



いたかが交互 に語 られるというパ ター ンが採用 されている。

[1]NedChallisdressedandwentdown.Ashelethimselfout

ofthehousetogethisbicyclefromtheshed,thechurch

clockbegantostrikethehour,thesoundreachinghim

distantlyacrosstheinterveningfields.Hecheckedwithhis

watch:midnight.

Inthevillage,intheschoolplayground,thestrikingof

midnightsoundedclangorouslyclose.Kevinstoodwiththe

bottleheldinthepalmofhishand,waitingfartheclockto

stopstrikingwaitingasifforsomethingtofollow.(19)

このように二人の行動が同時並列的に描写されることにより、読者はあ

る時間の出来事を二つの異なる観点で見つめながら、次々と追い続けるこ

とができる。つまり、ネッドがなかなかケビンの居場所をつきとめること

ができないことに対する焦燥感と、ケビンに刻一刻 と危険が迫っているこ

とに対する不安感を交互に体験 しながら読み進めることになる。追跡の開

始からケビンの救出までに要する時間は三十分程度なのだが、凝縮された

内容 と高まる恐怖感のために実際 よりも長い時間の出来事であるかのよう

な錯覚を受ける。そして、この同時進行的並列描写の連続は、月を覆い隠

していた雲が急に途切れて再び月光に照らされる以下の場面で、ネッドと

ケビンの時間と空間が一つに重な り合って終わ りになる。

[2]InthesuddenmoonlihtNedChallissawclearacrossthe

playgroundtowhereKevinstoodagainsttheclimbing-

frame,withhishandswrithingtogetherinfrontofhim.
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InthesuddenmoonlightKevindidnotseehisuncle.

Betweenhimandtheplaygroundgate,andallaroundhim,

airwasthickeningintodarkness.Franticallyhetriedto

undohisfingers,thatheldthelittlebottle,sothathecould

throwitfromhim.Buthecouldnot.Heheldthebottle;the

bottleheldhim.(22}

この二つの段落は冒頭の書 き出 し(下 線部)が 全 く同 じになってお り、ケ

ビンの同 じ行動 を前者は遠 くか ら客観的に眺めた時の視点で、後者は 「影

の橿」に閉 じ込め られた本人に密着 した視卓で描写 している。月光を浴び

てもケ ビンは依然 としてビンを握 ったまま口笛吹 きたちの魔力に縛 られて

い るため 、 ネ ッ ドの姿 が 見 えない 。 ケ ビ ンの周 囲 の 闇 は"airwas

thickeningintodarkness"と 表現 されているが、 ピァスの描 く闇は何か

液体の ような濃度を持 ったものであるかのような印象 を与える。

〈視覚 ・聴覚 ・触覚に訴 える〉

この短編の 「展開部」では前述のようにその大部分が月夜とはいえ暗闇

の中の怪異が語 られている。 ピアスはこの恐怖感が最も高まる部分で読者

の身体感覚、特に視覚、聴覚および触覚に直接訴えかけるような表現を多

用している。例えば、真夜中の田舎道を走ってようや く学校にたどり着い

たケビンが校門越 しに月光で照らされた校庭を見ている場面は、読者が視

覚的な想像力を働かせながら読むところである。

[1]Itwasallfamiliar,andyetstrangebecauseoftheemptiness

andthewhiteningofmoonlightandtheshadowscastlike

solidthings.Theclimbing-framerearedhighintotheair,
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andonthegroundstretchedtheblackCriss-crossofits

shadowslikethebarsofacage.(17-8)

この部分の前半では白い月光を媒体 としてい くつかの対比が描写 されてい

る。 まず、校庭 というケビンにとっては 「見慣れた」景色が月光 によって

「見知 らぬ」 景色 に変容 してい ること、「月光」 と 「影」 の対比 、更に

emptinessか ら連想 される 「空間」 とshadowsが 示す 「平面」の対比で

ある。ジャングルジムという言葉はすでに何回 もこの物語の中に出て きて

いるが、 ここで初めてケビンを閉 じ込める艦の役割を果たす魔物 としての

姿が明 らか になる。後半部分で もintheairと い う 「空間」 とonthe

groundと い う 「平面」の対比が繰 り返 されていて、前者 にはrear、 後者

にはstretchと い う動詞が組み合わされることによって、「高 さ」 と 「長

さ」 とい う縦横 両方 向への広が りが強調 されている。色彩的に も月光の

「白」 と影の 「黒」が対照を成す。この直後、 ケビンは校門を乗 り越 えて

校庭に入 り、 ビンを探 し当ててつかむ。それか ら、最初の口笛が聞こえて

くるまでの緊張感の高 まりは触覚 と聴覚に訴 える形で次のように表現 され

ている。

[2]Hegrippedthebattleandwentonlistening,asifforsome

particularsound.Theminutespassed.Thesamedogbarked

atthesamedog,barkandreplyfar,unreallyfaraway.

Thelittleowlcalled;fromanotherworld,itmighthave

been.

Hewasgrippingthebottlesotightlynowthathishandwas

sweating.Hefelthisskinbegintopricklewithsweatatthe

backofhisneckandunderhisarms.
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Thentherewasawhistlefromacrossthefields,distantly.

(19-20)

犬やフクロウの異様な鳴 き声が遥かかなたか ら聞こえてくるように思われ

る現象は、何か超現実的な音が侵入する前触れである。口笛の合図ととも

に一気に超現実の世界が現実の世界になだれ込んで くるのをケビンは全身

で受け止めている。その後、その口笛を合図にジャングルジムの方へ向か

って歩き出したケビンが見たのは、実物 よりも巨大化 した 「影の橿」であ

った。ここで強調されているのは実体 としてのジャングルジムの高さ、つ

まり縦方向への広が りではなく、実体のない影の長さ、横方向への広が り

である。ためらいながらもケビンはその影の艦の中へ足を踏み入れてしま

う。やがて雲が月を覆い隠してあた りが闇に包まれた時のケビンの行動の

描写は視覚 と聴覚を刺激する。

[3】Evenwhencloudscutoffthemoonlightandtheshadows

meltedintogeneraldarkness‐mavenwhentheshadow-cage

wasnolongervisibletotheeye,hestoodthere;then

crouchedthere,inacornerofthecage,asbefitteda

prisoner

Thechurchclockstruckthequarter.(20-21)

[1】で見た 「月光」 と 「影」の対比が再び使われているが、ここでは雲を

媒体として 「闇」の世界が 「光」の世界を凌駕 し完全に支配 している。影

の橿は目に見えなくて もケビンに対 してその威力を発揮 しているのであ

る。「闇」の勝利は魔力の勝利であるから、敗者であるケビンの姿勢は相

手に立ち向かう準備のできている起立状態か ら、弱気で攻撃を受けやすい



低い姿勢へ と変化 し、彼の しゃがみ こんでいる場所 も橿の片隅で、 まさに

従属的な囚われの身になったことを象徴 している。

その後ケ ビンは三方向から聞 こえて くる口笛の音 に全神経 を集 中させな

が ら、影の艦の中で横たわって しまう。[2]で ジャングルジムの影の長 さ

が強調 されているの をみたが、ケ ビンの姿勢 もそれに呼応するかの ように、

高い姿勢か ら低 い姿勢へ、更に横たわることによって平面的に長い姿勢へ

と体勢 を変化 させ、影 と同化 している。 この ような状況の中でケ ビンは

Whistlers'Hillと い う名の由来の真実を直感的 に悟 るのである。

ついに口笛吹 きたちがケ ビンをめがけて攻勢 に転 じ、急速 に接近 してク

ライマ ックスに至 るが、そのエスカレー トしてい く様子は視覚 と聴覚に訴

えなが ら、反復による強調の手法 も取 り入れて、次のように描写 されてい

る。

[4]Forthewhistlershadbeguntocloseinslowly,surely:

convergingontheschool,ontheschoolplayground ,onthe

cageofshadows.4nhim.(22)

[5]Forsometimenowcloud-masseshadobscuredthemoon.

Hecouldseenothing;buthefeltthewhistlers'presence.

Theirsignalscamemoreoften,andalwayscloser.Closer.

Veryclose.(22)

【6】Thedarknesswasclosinginonhim.Thedarknesswas

abouttotakehim;hadsurelygathim.

Kevinshrieked.(23)

[4]は シネカメラが対象全体 をロ ングショッ トで捉 えてか ら徐 々に部分 を

クローズアップさせてい くような、映像的な視点移動の効果 を狙 った書 き
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方で、 これ によって広域か ら特定の0点 への絞 りが段階的にな され最終的

にケ ビンへ と狙いが定 まってい く様子が手 に取るように表現 されている。

[5】の月が雲に遮 られた闇の世界では視覚 に頼 ることがで きないので、聴

覚が研 ぎ澄 まされる。[4]の ロングシ ョッ トか らクローズアップへの動 き

に呼応 して、 ここでは口笛吹 きたちの合図の音が三段 階でケ ビンに迫って

くる。161で も魔力の触手が徐 々に伸 びて獲物 を捕 らえるまでの様子が、

競技の実況中継風に畳みかけるように語 られ、ケビンの悲鳴で頂点に達する。

視覚に関 して もう0つ 付 け加えてお くと、 この短編は色彩的 にモノクロ

ームの世界を描いているが、「終結部」で村 人たちが老女の小屋 に放火 し

た時の様子が"Thecottageburntlikeabeaconthatnight,theysay."

(27)と ネッ ドによって語 られている。「狼煙」(beacon)は 色 を明示 してい

るわけではないが、 ここでは闇に浮かぶ 「赤」 というイメージを喚起 させ

る言葉である。それ と同様に物語の最後でネッ ドが ビンの内容物の うち他

の物質よ りやや多 く検出されたのは"Blood.Humanblood."(28)だ った

と説明 している。「血」 も鮮やかな 「赤」 を連想 させ、 日常性 を回復 して

「緑色」 に輝 くビンとともに、単調 な 「黒」 と 「白」の世界 に強烈 な色彩

的インパ ク トを与 えている。

〈物語 を語 る〉

ここまで 「展開部」を中心にさまざまな表現上の手法を見て きたが、「終

結部」ではス トー リーテラーとしての ピアスの本領が純粋 に発揮 されてい

る。とい うのは、この部分ではチ ャリス夫妻が現在BurntHouseと 呼ばれ

ている廃嘘にまつわる、実際に起 こった過去 の出来事 をリーサ とケビンに

語 り聞かせ るとい う形式 をとっているか らである。主にネ ッ ドが話 を進め

るが、チ ャリス夫人が合いの手 を入れた り、補足説明 を加 えた りして話 を



盛 り上げるほか、ネ ッドが放火に加 わった者に関す る真実 を語るの をため

らって曖昧な言い方 をすると、すか さず次の ようにた しなめる場面 もある。

`Someone!'saidMrsChallisscor
nfully.`Tellthemthewhole

truth,Ned,ifyou'retellingthestoryatall.Halfthevillage

wentup,withlanternsmen,women,andchildren .Goon,

Ned.'(26)

更に、「終結部」 ではチャリス夫妻が子 どもたちに向かって一方的に語

るのではな く、主 に娘のリーサが話 を聞 きなが ら質問を した り、意見をさ

しはさんだ りする対話形式になっている。そのため、話 し手 と聞 き手の自

然な会話の流れがあ り、両者のや りと りによって共同体 の集団的な偏見 と

狂気が引 き起 こした悲劇が誠実に語 り伝 えられ る。 ここにはス トー リーテ

ラー と子 どもが対 面する時の要素の一つ として ピァスが挙げている"a

commoncreativeimagination"(Pearce,1986:71)の 例が見 られる。ス ト

ー リーテラーの独創性豊かな想像力と
、聞 き手である子 どもの想像力があ

い まって、共同で一つの物語 をつむいでい くのである。

お わ りに

この物語の結末において主人公の少年ケビンはまだ恐怖体験のショック

から完全に立ち直ってはいない。 しか し、物語の冒頭で読者が出会った、

欲 しいものがあればどうしてもそれを手に入れたがる甘えん坊でわがまま

な少年の姿はもはやそこにはない。超自然的な体験を通 してケビンが体得

しだことは、未知のものに対する畏怖の念であ り、また丘の名前の由来を

恐怖感の高まりの中で直感的に悟ることによって、遠い過去 と現在がケビ



``TheShadow -Cage"に お け る ス トー リー テ ラ ー と して のPhilippaPearce
27

ンの中で一つ に融合するとい うことが起 こった。 この深い気付 きは まさに

エピファニー的体験 と呼べ るものである。 ピアスが徳育的な意図を全 く持

たず に、子 ども読者 を楽 しませ るために書いた とい う"TheShadow-

Cage"に は、巧みなス トーリーテラー としての彼女の特質が存分 に生か

されてい る。 ピアスは物語の構成 と、 さまざまな語 りお よび表現上の手法

を駆使 して、読者 をひきつけつつ怖が らせ る工夫 を凝 らす一方で、ケビン

の危機をお じのネ ッ ドが救った り、村に伝わる記憶の伝承が子 どもたちに

とって身近な大人によって、暖かい家庭的な雰囲気の中で行われるように

するな ど、あ くまで も`safefear'の 枠組みの中でこの短編 を構築するこ

とによって、独 自のスーパーナチュラルな世界 を展開 している。
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